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に再編成されて La Libre Esthétique となる。
Les XX に加入したヴァン・ド・ヴェルドは，







































Henry van de Velde のブリュッセル時代
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３．「装飾芸術」と「総合芸術」
　点描主義の画家として出発したが，ヴァ
ン・ド・ヴェルドは，自分の絵画芸術の基礎
を点とするか線におくかという悩みを抱える
ことになった。しかし，この時期，ヴァン・
ド・ヴェルドはもうひとつの大きな判断を迫
られていた。それは，絵画の枠を超えた，絵
画芸術か装飾芸術かという，芸術のジャンル
自体の選択の問題であった。
　フィンチを通じて知ることになったと思わ
れるラスキンやモリス，そしてアーツ・アン
ド・クラフツ運動は，この点と線，つまり
スーラとファン・ゴッホとの間に悩む画家に
とっては救いであった。ヴァン・ド・ヴェル
ドは，悩み尽きない絵画から装飾芸術へと，
専心すべき造形芸術自体を変えたのである。
　この時期のヴァン・ド・ヴェルドにとって
のもう一つの大きな出来事は，妻となる女性，
マリア・セトゥとの出会いであった。二人は
協力してモリスとアーツ・アンド・クラフツ
運動に関する情報を集め，自邸ブルーメン
ヴェルフを建てた。出版物等で，ベルギーあ
るいはブリュッセルの「レッド・ハウス」と
呼ばれることもあるブルーメンヴェルフだが，
レッド・ハウスと非常に似ているわけではな
い。立面に関してはレッド・ハウスの正面で
ある北側の三つの三角破風が並ぶ立面や，モ
リスがもっとも愛した建築物とされる別荘，
ケルムスコット・マナーに見られる複数の破
風はブルーメンヴェルフのデザイン上の最大
の特徴の一つである正面に並ぶ三つの破風の
影響源となったかもしれないが，平面に関し
ては，ほとんど共通点はみられないと言って
いい。
　しかしヴァン・ド・ヴェルドとマリアは１
階のアトリエや２階の書斎を作業場とし，
レッド・ハウスでのモリスと妻ジェイン同様，
装飾芸術と一体となった生活を営んだ。彼ら
にはモリス夫妻を超えていたところさえある。
それは写真等で伝わるヴァン・ド・ヴェルド
によるマリアのドレスのデザインに見られる。
室内装飾に留まらず，そこに住む人の衣服ま
でをも統一的に造形する，総合芸術（Gesamt- 
kunstwerk）としてのデザインである。
　画家時代の悩み，画家時代を終わらせた
「点か線か」という悩みは無駄ではなかった。
結局，ヴァン・ド・ヴェルドは装飾芸術を選
び，その造形の基礎となったのは，点ではな
く線であった。それがヴァン・ド・ヴェルド
にとっての曲線の装飾芸術「アール・ヌー
ヴォー」であったとも言える。
おわりに
　ヴァン・ド・ヴェルドの曲線は，ヴィクト
ル・オルタやエクトル・ギマールなど，他の
アール・ヌーヴォーのデザイナーが用いる自
由奔放な曲線ではなく，抑制のきいた曲線で
ある。それは，先行研究にもあるように，日
本の型紙などから学んだものであった可能性
が高い。内壁に型紙などを掛けたブルーメン
ヴェルフは，ヴァン・ド・ヴェルドの特徴的
な張りのある曲線を育んだ住まいでもあった
のである。
　その自邸は，レッド・ハウスとは，少なく
とも平面は非常に異なる。共通要素を探すな
らば，正面の三つの破風ぐらいであろう。そ
れ以上の共通要素は，そこで営まれた芸術が
日常となった生活，二組の夫婦の間柄であり，
新しい芸術を求める人々の集いの場となった
という社会的事実であった。ブルーメンヴェ
ルフは，そこでヴァン・ド・ヴェルドが抑制
のきいた張りのある曲線という特徴的な造形
の基礎を築き，ブリュッセルを拠点にフラン
スからドイツにまでわたる活動を展開し始め
た場所なのである。
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